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生体擬似ＣＯセンサ 

 

１．ＣＯセンサの必要性 

 

・ガス器具の普及と住宅の高密度化が進んでいる 

  全ガス事故の中でＣＯ事故率が上昇している   

 → ＣＯ事故発生防止のニーズ大 

 

・レジャーの多様化に伴ってＲＶ車増加 

  ＣＯに対する認識不足からＣＯ事故例が 

 増えている → 本格的ＣＯ対策はこれから 

 

２．生体擬似センサの特長 

 

・人体を流れる血中ヘモグロビンに近い反応を起こす（ＣＯとの結合で変色が進行）。 

 → 人体の血中ＣＯ濃度の近似値を検出可能 

ＣＯ濃度 × ＣＯにさらされた時間 ＝ 変色の度合い 

・ＣＯだけに敏感に反応し、誤報の可能性が極めて低い。 

 → 従来のセンサに比べると皆無と呼べる程誤報を減らせる 

・光学的反応を検出するシステムであり、ＤＣ電源駆動で低消費電力である。 

 → 電源配線を不要にする事が可能。取り付け位置を選ばない 

 

３．生体擬似センサの応用例 

 

・家庭のＣＯ警報装置 

・ＲＶ車をはじめとする自動車用ＣＯ警報装置 

 

 

 

４．生体擬似センサの持つ課題 

 

・高温度、高湿度に対する工夫 （８０℃以上、９５％以上に対して） 

・センサの反応進行／復帰速度 
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図１ 時間経過に伴うセンサのＣＯ反応と光透過率 

 

図２ 標準テスト回路を使用した場合で、周囲温度および各種の関係湿度条件下における

Ｓ３４生体擬似ＣＯセンサを９０分間１００ｐｐｍ濃度のＣＯに曝露した時の応答性 

 

図３ 低関係湿度、各種温度条件下で、濃度１００ｐｐｍのＣＯに曝露された時の    

Ｓ３４生体擬似ＣＯセンサの応答性
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ＣＯセンサユニットのＣＯ警報機への応用 

 

 ＣＯセンサユニットのコネクタ出力端子に下図の様な回路を接続すると、そのままＣＯ

警報機となります（警報機の仕様については別途資料を請求下さい）。 

 

本ユニットはユニット中に警報機とし

ての基本機能がすべて組み込まれてお

り、回路図に示す様に必要最小限の部品

を外付けするだけで製品とする事がで

きます。 

 

本ユニットは現状ＵＬ規格適合品とし

て製作されていますが、今後ＪＩＡ規格、 

ＫＨＫ規格適合品も製作予定です。 

 

ユニット単体で規格に対する適合性能を 

有しているので、警報機として組み上げた 

後の調整は不要です。 

 

本ユニットは電池仕様で設計されています。 

ＤＣ９Ｖであれば、電源方式は問いません。 

 

回路構成部品 

 

１．電池（９Ｖ乾電池） 

２．ブザー（ＢＺ１：７５ｄｂ以上の物） 

３．注意ランプ（Ｌ１） 

４．警報ランプ（Ｌ２） 

５．テストスイッチ（ＳＷ１） 

  警報音リセット兼用 

６．コネクタ（ＰＨＲ－７：ニチアツ製） 

７．その他ブザー駆動回路 
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１９９９年 ２月２８日 日本経済新聞掲載 通産省広告 

 

１９９９年 ４月１９日 朝日新聞記事 
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